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13 かしはら市議会だより

な
く
、
市
民
の
為
に
必
要
だ
か
ら

つ
く
る
の
だ
と
情
報
発
信
し
な
け

れ
ば
、
市
民
に
伝
わ
ら
な
い
。
本

庁
舎
は
市
民
を
守
る
為
の
大
事
な

も
の
で
あ
る
。

一般質問

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

入

札

制

度

市
の
平
成
２９
年
度
入
札
の
種

類
、
そ
し
て
落
札
率
９０
％
、
９５
％

以
上
の
件
数
は
。
併
せ
て
、
業
種

別
平
均
落
札
率
は
。

平
成
２９
年
度
種
類
別
の
入
札

件
数
は
、
指
名
競
争
入
札
１
６
２

件
。
総
合
評
価
落
札
方
式
０
件
。

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般
競
争
入

札
１
３
６
件
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
６７
件
。
落
札
率
９５
％
以
上
は
、

指
名
競
争
入
札
１３
件
、
総
合
評
価

落
札
方
式
０
件
。
事
後
審
査
型
条

件
付
一
般
競
争
入
札
２
件
、
条
件

付
一
般
競
争
入
札
１４
件
。
９０
％
以

上
は
、
指
名
競
争
入
札
２２
件
、
総

合
評
価
落
札
方
式
０
件
。
事
後
審

査
型
条
件
付
一
般
競
争
入
札
７
件
、

条
件
付
一
般
競
争
入
札
２２
件
。
ま

た
、
平
均
の
落
札
率
は
、
業
種
区

分
ご
と
に
、
建
設
工
事
８
６
．
０

７
％
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
６

７
．
１
１
％
、
役
務
業
務
７
３
．

６
１
％
、物
品
調
達
７
５
．０
８
％
。

市
は
、
最
低
制
限
価
格
制
度

を
導
入
し
て
い
る
が
、
設
計
額
の

何
％
か
。
ま
た
無
効
と
な
っ
た
工

事
が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
そ
の
根

拠
は
。建

設
工
事
は
、
設
計
金
額
の

７５
％
か
ら
９０
％
の
範
囲
内
で
最
低

制
限
基
準
金
額
を
設
定
し
、
そ
れ

に
最
低
制
限
価
格
算
出
割
合
（
ラ

ン
ダ
ム
係
数
９
４
．
０
０
％
か
ら

９
７
．
９
９
％
）
を
乗
じ
、
決
定

し
て
い
る
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
、
設
計
金
額
の
６５
％
か
ら
７１

％
の
範
囲
内
で
最
低
制
限
基
準
金

額
を
設
定
し
、
先
ほ
ど
同
様
ラ
ン

ダ
ム
係
数
を
掛
け
決
定
し
て
い
る
。

無
効
に
な
っ
た
建
設
工
事
は
０
件
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
１
件
で
理

由
は
、
開
札
直
後
の
事
後
審
査
中

に
、
当
該
業
者
が
奈
良
県
よ
り
指

名
停
止
の
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と

で
失
格
に
な
っ
た
。

市
と
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う

に
入
札
制
度
の
改
善
や
労
働
者
の

賃
金
の
保
障
も
含
め
て
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
。

最
低
制
限
価
格
制
度
や
低
入

札
価
格
調
査
制
度
を
用
い
て
入
札

を
行
う
場
合
は
、
建
設
工
事
に
お

け
る
品
質
の
確
保
、
著
し
い
低
価

格
受
注
等
、
建
設
業
等
関
係
団
体

の
健
全
な
発
展
を
期
す
る
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、
今
後
も
入
札
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
方
は
。

低
入
札
価
格
調
査
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
企
業

の
育
成
も
考
え
な
が
ら
、
入
札
制

度
を
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
け

れ
ば
い
い
と
い
う
方
向
に
行
き
過

ぎ
た
部
分
が
あ
り
、
適
正
な
価
格

を
行
政
側
が
き
ち
ん
と
判
断
し
、

こ
れ
か
ら
将
来
に
向
い
、
良
い
も

の
を
残
し
て
い
く
た
め
の
入
札
制

度
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

公

民

館

活

動

地
区
公
民
館
は
、
地
域
福
祉

形
成
の
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
の
予
算
の
増
加
は
不
可

欠
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
お
り
３０
％
に
到
達

す
る
の
も
、
も
は
や
時
間
の
問
題

で
、
特
に
高
齢
者
の
孤
立
化
が
進

ん
で
い
る
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

居
場
所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
生
涯
学
習
、
地
域
福
祉
も

含
め
、
居
場
所
確
保
の
た
め
に
は

地
区
公
民
館
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

地
区
公
民
館
に
対
し
、
教
育

委
員
会
と
し
て
、
立
地
条
件
、
建

設
さ
れ
て
い
る
地
域
構
造
上
を
鑑

み
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
聞
き
た

い
。

地
区
公
民
館
は
、
各
地
区
の

自
治
委
員
会
が
指
定
管
理
者
と
し

て
そ
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
は
、
指
定
管

理
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
あ
る
地
区

公
民
館
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
今
後
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
２
つ
の
地
区
公
民
館
は
、
そ

の
設
計
委
託
や
予
算
計
上
も
ど
う

す
る
の
か
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

八
木
、
香
久
山
地
区
公
民
館
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
工
事
を
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
。香

久
山
地
区
公
民
館
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
含
め
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
協
議
を
地
元
と
進

め
て
い
く
予
定
。
八
木
地
区
公
民

館
は
、
構
造
上
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
が
困
難
で
、
地
元
が
階
段
に

昇
降
機
を
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

地
区
公
民
館
の
入
り
口
部
分
に
全

て
の
施
設
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

さ
れ
て
い
る
。

地
元
と
協
議
を
行
う
と
は
。

年
内
に
地
元
の
地
区
公
民
館
の
運

営
を
支
え
て
い
る
方
と
綿
密
に
協

議
し
、
形
の
あ
る
も
の
に
進
め
て

い
く
の
か
。
来
年
度
の
予
算
編
成

ま
で
あ
と
５
カ
月
だ
が
、
そ
の
間

で
具
体
的
に
建
物
の
構
造
上
も
含

め
て
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

予
算
編
成
を
見
据
え
て
、
年

内
に
地
域
と
方
向
性
の
出
る
協
議

を
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
地
区

公
民
館
と
い
う
の
は
地
域
の
拠
点

だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

施
設
の
構
造
上
、
課
題
の
あ

る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
意
見
を
聞
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

そ
の
時
間
は
必
要
か
と
思
う
。
構

造
上
の
問
題
が
な
い
と
こ
ろ
は
、

躊
躇
せ
ず
に
進
め
た
い
と
考
え
る
。

避
難
所
に
も
な
っ
て
い
る
中

央
公
民
館
及
び
分
館
は
、
１
年
間

で
延
べ
１０
万
以
上
を
超
え
る
方
々

が
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
２
つ

の
建
物
は
耐
震
性
能
が
な
い
。
耐

震
機
能
が
な
い
こ
と
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

市
民
の
安
全
・
生
命
を
軽
視

し
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。


